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・研究成果の概要 

  

本プロジェクトでは，主に附属小学校に設置された掲示板『ポプラ算額道場』を 1 つ

の教育実践のフィールドとして，教科教育の教員，教科専門の教員，附属学校教員，そ

して算数・数学科の教員を目指す大学院生が「小学生が数学の本質的な面白さを「体験」

しうる多様な「問題」を開発し，それらを附属小学校の掲示板に提出・掲示し，それぞ

れの問題に対して，子どもから提出された解答を「数学的な面白さ」の観点から評価し，

共有するとともに掲示板を介して子どもにフィードバックするという実践的活動を行っ

た．この活動を通して，附属小学校を中心として小学生が数学の本質的面白さを体験す

る学習環境，特に教科教育の教員，教科専門の教員，附属学校教員，そして算数・数学

科の教員を目指す大学院生の協働体制を構築した． 

 

本研究の主な成果は，附属小学校に設置された掲示板『ポプラ算額道場』を 1 つの教

育実践のフィールドとして，教科教育の教員，教科専門の教員，附属学校教員，そして

算数・数学科の教員を目指す大学院生が「小学生が数学の本質的な面白さを「体験」し

うる「問題の開発」」という研究目標に向けて，協働体制を構築したことである．この

体制は，令和 4 年度改革において，修士課程の数学コースが教職大学院へと移行する際

に，教科専門の教員の専門性を生かしながら附属学校と有機的に連携した実践的なカリ

キュラムの開発にも繋がり得るものである．また，ここで開発された問題は，学校支援

プロジェクトにおいて，学校課題に迫るための授業開発研究に利用され，その成果の一

部は，学会誌に掲載された．さらに，ここでの実践的研究活動は，それ自体，子どもが

算数を楽しみ，算数に対する興味・関心を覚醒する１つのモデル的な活動として，学校

支援プロジェクトの連携協力校を中心に複数の小学校において，各学校の環境に見合っ

た形で取り入れられ，有効に活用されるようになってきている． 

 

 

・研究成果の発表状況 
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・学校現場や授業への研究成果の還元について 

 

本プロジェクトの数学の本質的な面白さを「体験」しうる多様な「問題」の開発を伴

う実践的研究活動それ自体が，学校現場である附属小学校の教育活動に寄与している．

また，かような教育研究活動の仕組みが，学校支援プロジェクトの連携協力校を中心に

複数の小学校で生かされている．  
 

 

 

 

 


